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Chemical characterization and antitumor activities of the 
polysaccharide components of Simeji mushrooms (Pleurotus species). 
AKIRA MISAKI， MOTOKO MATSUI and SUMIKO HAMADA 1) 
序 論
食用主主のうちシイタケ (Lentinusedodus)， ヒラタ
ケ(Pleurotusostreαtus)，エノキタケ(Flαmmulinα
veluupes)，ナメコ (Pholiotαnαmeko)などは，最
も親しまれており，その他に食用に供される茸は50種に
もおよんでいる。最近では，人工栽培法によりその生産
量は飛躍的に増大した九そのなかでもヒラタケ (Pleu-
rotus ostreαtus) タモギタケ (Pleurotuscorn-
UCOpLαe)は共にハラタケ目 (Agαncαles)，キシメジ
科 (Tricholorηαtαceαe)の担子菌の子実体である九
特に食用茸としてシイタケについで人工栽培の盛んなヒ
ラタケは，色・形ともにシメジに極似しているので通称
'シメジ"という名称で市場にでている。ヒラタケにつ
いては，成分組成や生理的効果についても， ビタミンや
ミネラル含量，香りおよび呈味成分，またコレステロ
ル低下作用，抗ウイルス性および抗腫湯活性物質の探求
学的特性を明かにしようとした。その過程で化学組成は
両者共似ている事が分かったので，詳細な構造および抗
腫筋活性については，まだ充分な知見の得られていない
タモギタケについて行った。
なお，多くの食用茸には，グリコーゲン様多糖が含ま
れており，我々は先にフクロタケのグリコーゲンについ
て鎖長分布などを報告した問。 本報告では，さらに，最
近開発されたアニオンカラムを用いたパ/レスアンベロメ
トリック方式の高速液体クロマ卜グラフィー CHigh
performance anion exchange chromatography 
HPAEC)IJ)を用いてヒラタケ，タモギタケに含まれる
グリコーゲンの鎖長分布を精密に測定し，フクロタケの
クリコーゲンおよび他の生物起源のグリコーゲンとの鎖
長分布を比較したのでこれらについても報告する。
実験材料と方法
1.実験材料
など多岐にわたる研究がなされている川村。 ヒラタケ CPleurotusostreαtus)は信州産の人工栽
我々は，これまでに担子菌(フクロタケUU71 キク 培のものを用いた。かさは半円形または員殻形で，学名
ラゲ肘)の多糖成分の生理活性，特に βー (1→3)心ーグル のPleurotusで表現されるようにかたょった耳形となる。
カンの構造と腫窃抑制作用の相関性を調べてきた。また， 表面はネズミ色，灰かっ色，成熟するに従い灰白色に変
カビの細胞壁CElsinoeleucospilα的，Aureobαsidium 化する。肉は白色で軟らかく， ヒダは茎に長く愛生して
pullulαns附)や子嚢菌の菌体外多糖(ベスタロタン， いる 2)。
Pestαlotiαsp.81坊主産生する細胞外多糖1】) について 一方，タモギタケ CPleurotuscornucopiαe)は主
も研究を行ってきた。 として北海道産のものを用いたが，形はヒラタケと同様
本研究ではし、わゆる“シメジ"として栽培されている の貝殻形または円形で中央部がくぼみ表面は平滑，黄色
ヒラタケ，さらに色及び形態が若干異なるタモギタケに で，ひだは白色て、茎に著しく垂生する。茎は長さ2-10
ついて，まず食物繊維の観点からそれらの多糖成分の化 cmで ほとんどの茎が中心につき多数が根元で合着す
るか.あるいはサンゴ状に枝分かれする九試料の一部
1 )新姓金丸澄子 は，バイオジャパン株式会社の杉山博章氏より提供され
( 1 ) 
?? ?
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2.一般的分析方法
金糖量の定f置はグルコースを標準物質としてフェノー
ル硫酸法川で.還元糖はSomogyi-Nelson法叫で， グ
ルコサミンは Mogan-Elson法同で， ウロ ン酸は
Nelly Blumenkrants-Gustav Asboe-Hansen法問で
測定した。 ペーパーク ロマトグラフィ ー (PPC)は，
東洋ろ紙No.50を用い，展開溶媒は 1-プタノール:
ピリジン.水 (6:4:3)で，ペーパークロマトグラム上
の糖の検出はアルカリ硝酸銀による呈色反応で行った。
中性糖およびメチル化穏のガスクロマトグラフィー
(GLC)分析はアルジトールアセテ トー誘導体と レて.
Hitachi gas chromatograph Model 163で行った。
カラムは. 3 %ECNSS-M on Gas Chrom Q (0.4 x 
200cm)を用い，カラム温度は1800C(メチル化糖).ま
たは190"C(中性糖)で行った。多糖の分子量はSepharose
CL-6Bカラム (2.2x 100cm)を用いO.lN-NaOHで溶
出した多糖をフェノール硫酸法川でモニターし，標準化
されたデキストランおよびプルランの分子量と比較した。
構成糖の分析は，多糖試料に72%硫酸を加え室温で
l.5時間静置後，蒸留水で7倍に希釈し.100oC. 12時間
加水分解した後アルジ卜 ールアセテー卜誘導体としてG
LC分析に供した。
3. ヒラタケおよびタモギタケの多糠の分画
ヒラタケ，タモギタケ(各乾燥重量:約85g)をミキ
サーで粉砕後， リン酸緩衝生理食塩水 (PBS.pH7.0. 
3.11)中で50Cにて24時間かくはんして抽出する操作を2
回繰り返した。摘出液は.3倍容のエタノ ールで沈澱さ
せて.多結画分 (PBS抽出函分:CW)を得た。 PBSt自
由後の残溢は，蒸留水に懸濁し1200C.20分オ トー クレ
ブによる抽出操作を2回繰り返し，溶液を濃縮後エタノ ー
ルを加えて沈澱させることにより熱水抽出歯分(I-IW)
を得た。熱水抽出霊長溢は，少量の水素化ホウ素ナトリウ
ム (NaBH.)の添加と窒素気流下の還元状態で250Cお
よび650Cで2時間. lM-水酸化ナトリウム (NaOH)に
よるアルカリ他出の操作を2回行なった。可溶性画分を
溢酸で中和した後透析し，得られた多糖画分を冷アルカ
リ抽出函分 (CA).熱アルカリ抽出函分 (HA)とした。
残溢は，蒸留水に懸濁し，中和後に透析して，アルカリ
抽出残溢(Res.)とした。
さらに， ヒラタケの場合は酸性及び中性多糖に分画す
る目的でセチルピリジニウムクロリド (CPC)処理を
行った。試料 (HW.HA) をO.OlM硫酸ナトリウム
(Na，SO.)に溶解し. lO%CPC溶液を加えた。逮心
分離によって得られた上清を透析，濃縮し，エタノ ール
沈搬によって中性糖画分 (n)を得た。不溶性CPC一多
糖複合体は. 10%水酸化ナト リ ウム溶液 (う~aCl) にと
かし透析したのち，酸性糖函分 (a)を得た。それぞれ
の画分について，中和して透析した。透析中に沈澱が生
じたので遠心分離によって可湾画分 (s) と沈澱函分
(p)に分けた。タ モギタケのPBS抽出後の残溢は，
Pronaseを作用 (pH7.2，37"C.24hrx2)させて除蛋白
しfこ。
3. Glucoamylaseによるグリコーゲンの除去
タモギタケの水拍出および熱水抽出物にはヨード反応、
により，グリコーゲンの存在が予想されたので酵素分解
による除去を行った。すなわち，多糖(lOOmg)を50
mM酢酸緩衝液 (pH5.0)に懸濁し. Glucoamylase 
(生化学工業)約10mg(34.6u/ mg)を加え370Cにて
72時間反応させた。
5. Zymolyaseによる βー(l→3)グルカンの分解
Endo-l，3-β-D-glucanaseとしてZymolyase6000 
(キリンビール株式会社)を用い， βーグルカン画分 (787
mg)をlM-NaOH(lOml)に溶かし， 2M酢酸で中和
後.1/15M 1)ン酸緩衝液 (pH7.5)を加え37"Cにて15
時間際索分解した。反応液は.5分間沸騰水浴中で酵3憶
を失活後，遠心分離した。 反応の途中に生じた不擦性グ
ルカンを分離し可溶部は， Bio-Gel P-4(2.2x50cm) 
とP-2(2.2x 100cm)を述結させたカラムによって低分子
化したグルカンおよびオリゴ糖を得た。
6.多糖のメチル化分析
箱守法，，)に従いメチル化を行った。多糖試料(約5mg)
をジメチルスルホオキサイド (DMSO2ml)に溶解ま
たは懸濁後，窒素直換し，メチルスルフォニルカルパニ
オン (0.5ml)及びヨウ化メチルC1.5ml)でメチル化
した。メチル化反応液は，予めメタノ ール (5mlx2) 
続いて蒸留水 (5mlx2)で洗浄したSep-PakC"カー
トリァジ叫 (Waters Associates，Milford，Ma，U.S. 
A.)を用いて蒸留水 (5mlx2) ，メタノール:蒸留水
(1:1， 5mlx3) ，メタ ノール (5mlX3)で処理し各々
の画分をTLCでスポットテストを行いメチル化糖画分
を得た。メチル化は，赤外吸収スペク トルにて3400-
3600cm-JのOH基の吸収が消失するまで繰り返した。
完全にメチル化された糖は.90%ギ酸(l∞"C，12時間)
及び 2N-トリフルオロ酢酸(TFA) (lOOOC， 6時間)に
て加水分解し，アルジト ールアセテー卜誘導体としてG
LC分析に供した。
7.赤外吸収スベクトル分析
試料(4mg)を粉末KBr(700mg)と混合後，真空中で
加圧(50-150kg/cm'，30min)して錠剤を作製し， 赤
(2) 
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外吸収分析を行った。
8.抗臆協活性の測定
我々のこれまでの方法6)1こ準じSarcoma180 ICR-J 
CLマウス系を用いて測定した。すなわち， 日本クレア
より購入した4週齢メスICR-JCLマウスの右足そけい
部皮下に， Sarcoma 180 (6 x 10' ascites cells)を移
植したマウスに，細胞を移植して24時間後から毎日連続
10日間，多糖試料を腹腔内に投与した。多糖試料はPB
S(pH7.2)に溶解あるいは懸濁し，オートクレーブによ
り滅菌したものを用いた。腹筋を移植してから35日後に
7 ウスを解剖して腫協を摘出し，その重盈を測定し，次
式より腫溺抑制率CInhibitionratio)を求めた。
Inhibition ratio(%) = (A-B)/ A X 100 
Aコントロール群の平均腫湯重量
8テスト群(多糖投与)の平均腫蕩重量
9. グリコーゲンの鎖長分布測定
試料(ヒラタケ;HW-s， タモギタケ;Pro-s， フクロ
タケ，熱水抽出画分)をO.IMの酢酸緩衝液(pH3.5)に溶
解して380Cで24時間，Pseudomonαs isoamylaseを
作用させグリコーゲンの枝切りを行った制。 反応液は
沸騰水中で， 10分間加熱して酵素を不活性化した後， H
PAEC(High performance anion exchange chro-
matography)で分画し単位鎖長測定を行った。 Pseu-
domonas isoamylaseは，林原生物化学研究所から分
与された純粋な標品を用いた。
10. HPAEC (High performance anion exchange 
chromatography) 
HPAECは， Dionex宇土のBIOLC MODEL 45001 
で，カラムは， HPIC-AS6(250mm X 4mm I.D.)と
HPIC-AG6(50 X 4mmI.D.)のガードカラムを用い
Pulsed Amperometric Detectorで検出した。熔出は，
0.15M NaOHと 0.15M NaOH-MNaOAcのグラジュ
エン卜を行った。この陰イオンクロマトグラフィーでは
単糖(Dpl)から 約30糖(DP30)まで完全に分離するこ
とができた。
結果と考察
1. ヒラタケおよびタモギタケ多糖の分画と化学組成
ヒラタケについて， まずPBS抽出を行い， その残溢
を熱水，熱アルカリにより処理した。これらの抽出物か
ら中性糖，敵性糖を分離する目的でCPC処理し分画を
順次行った。タモギタケについてもPBS抽出を行った
が，他出残溢をさらにPronaseで処理して除蛋白した
後，熱7)<，冷アルカリおよび熱アルカリにより抽出し，
分画を行った (CW，Pro，HW，CA，HA)。各画分にお
いては，透析中に沈澱が生じたので， さらに可溶商分
(s)と不溶画分 (p)に分けた。以上の分画操作で得ら
れた各多糖函分の収率と糖組成をTable1に示す。
Table. 1 Fractionation and chemical compositions 
of mushrooms. 
Polysacharide Yield Carbohydrate component (%) 
fraction (%) Glc Gal Man Xyl Ara Fuc Rham 
P.ostreαtus 
CW 6.5 68.5 29.7 1.8 
HW-n 0.3 10 
HW-a 0.2 841 15.9 
HA-n-s 15.5 80.0 13.5 5.8 0.7 
HA-n-p 5.0 10 
HA-a-s 0.9 90.1 4.7 3.7 0.4 1.2 
HA-a-p 30.1 86.3 7.3 4.2 2.2 
Residue 41.5 81.3 18.7 
P.comucopiαe 
CW-s 12.5 13.4 3.4 27.8 
p 0.7 41.7 3.2 
Pro-s 2.9 52.6 5.3 5.3 
p 0.8 6.6 20.0 
HW-s 1.1 83.4 8.3 
p 0.2 83.3 16.7 
CA-s 6.4 83.4 8.3 
p 20.1 90.9 9.1 
HA-s 6.1 83.3 16.7 
p 1.2 50.0 35.0 
Residue 48.0 10.0 
13.4 2.7 8.3 
16.7 4.2 4.2 
31.5 
6.7 
?《
????
??????
8.3 
5.0 5.0 5.0 
Glc， D-glucose;Gal， D-galactose;Man， D-mannose; 
Xyl， D-xylose;Ara， L-arabinose;Fuc， L-fucose;Rham， 
L-rhamnose 
a)Weight proportion based on whole polysaccharides. 
CW， cold water extract;HW， hot water extract; CA， 
cold alkali extract;HA， hot alkali extract;s，soluble;p， 
precipitate;n， neutral and a， acidic fraction 
ヒラタケのPBS抽出画分 (CW)は，主にマンノ ス
とガラクト ースから成り(モル比， 1.0:2.3) フクロタ
ケのPBS抽出函分のマンノガラクタン(モル比， 1.0: 
2.7)と類似していた1九構造については明かではない
(3) 
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が糖組成からフクロタケと同様にガラクトース残鎖を主 2 分岐βー (1→3)グルカンの構造および抗腿筋活性
鎖にするマンノガラクタン，またはフコガラク卜マンナ 前述の様にヒラタケとタモギタケでは水抽出性のへテ
ンであるかもしれない。タモギタケのPBS抽出画分 (C ロ多糖の構成糖に若干の相違があるが，両者に共通して
W-s，p)もヒラタケに類似するが植物へミセルロ ース 主要な多糖となっているものは， Table 1に示す様に主
の様にアラピノースおよびラムノ ースも含まれており， として熱水およびアルカリで抽出される βーグルカンと
いわゆる食物繊維の構成糖という観点から興味深い。こ 考えられる。このグルカンは冷水抽出函分にも少毘含ま
れらのヘテロ多糖は，細胞壁表層に存在しているために れる。これらの函分のグルカン中のグルコース残基の結
比較的穏和な条件で抽出されたと考えられる。これは， 合状態を調べるためにメチル化，メチル化多絡を加水分
マンネンタケにおいても認められている判。 解， GLCにより部分メチル化グルコースの同定をした
熱水抽出画分は収量は少ないが中性糖画分は，グルコー 結果はTable2.に示す。 なお，熱水抽出薗分に混在し
スのみから成りほとんどがグリコーゲンと考えられる。 ているグリコーゲンはglucoamylaseを作用させて可及
また，酸性糠画分では，ウロン酸を含んでいた。熱アル 的に除去した。
カリ他出函分においては，ほとんどがグルコ ースを主成 メチル化の結果から何れの画分も(1→3)結合が主体で，
分とするグルカンで後に述べるように大部分が分岐βー 0-6の分岐点を有する分岐構造であることが明らかであ
(1→3)グルカンと思われる。他の薗分は，わずかにマン るが，少量の(1→6)結合も存在する。なお，冷および熱
ノースなどの糖を含んでいるが，グルコースが主成分で アルカリ抽出物は酸で中和することにより沈澱が生じる
あった。 が， Table 2にはこの沈澱画分(CA-p，HA-p)のメチル
Table 2. Identities and molar ratio of the acid hydrolysis products of methylated 
polysaccharides of fruiting body of “Tamogitake" (P.comucopiαe). 
Molar ratio 
O-Methyl suger 
Lincage 
Hot water Cold alkali Hot alkali Residue 
indicated 
HW-s HW-p CA-s CA-p HA-s HA-p 
2，3，4，6-tetra -Glc [Glc] 1→ 
2，4，6-tri -Glc →3 [Glc] 1→ 
2，3，4-tri-Glc →6 [Glc] 1→ 
2，3，6-tri -Glc →4 [GlcJ 1→ 
2，4， -di -Glc →3，6 [Glc] 1→ 
G 1-+6G 1)0_1 
↓ 
6 
→+3G1-+τ-→令3G 1-3--n--3 G 1→ 
F ig1 . Structure of β一(1→3) glucan of each 
fraction from Tamogitake (P.comucopiαe) 
Cold water extract (CW) n/ m十n=1/4
Hot water extract (HW) n/m+n=1/3 
Cold alkali extract (CA) n/m+n=1/3 
Hot alkali extract (HA) n/m +n =1/3 
Residue n/m+n=1/14 
n/ m + n， branch ing ratio 
1.0 
0.8 
0.9 
0.2 
0.9 
(4) 
1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 
4.6 1.3 臼 2 2.3 13.2 1.8 
0.3 0.4 0.3 0.1 1.6 
1.3 1.3 
1.1 1.2 1.1 1.0 1.0 1.3 
化の結果も示すがメチル化糖のそル比から沈澱画分は分
岐が少ないグルカンがあることが分かる。これらの結果
から分かるように，分岐度(d.b.)の異なった β (ー1→3)
グルカンは，それぞれの抽出商分に広く分布し抽出条件
が強くなる程，一般的に分岐度の小さく直鎖構造に近い
グルカンが含まれる(Fig.1)。すなわち，熱水油出画分
では d.b.1:3で少量の(1→4)および(1→6)結合も存在
する。同様に冷アルカリ可溶 (分子量40万)では d.b. 
1・2-2.5であり熱アルカリ抽出では 1:3，その沈澱画分
では 1・14という値が得られた。
冷アルカリ可溶多糖(CA-s)の詳細な構造を明かにす
るために endo-(1→3) -glucanase (Zymolyase)を作
用させ.酵素分解物を可溶画分と不溶商分にわけた。不
溶性グルカンはSepharoseCL-6Bカラムにより分子量
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40万以上のものと 5万以下の低分子多糖の混合物であっ を還元後メチル化すると(1→3)結合が消失することから
た。この不溶グルカンのメチル化の結果，酵素反応前と 推定した。酵素作用で生じたこれらのオ リゴ糖は，比較
比べ(1→6)グルコース残基あるいは分岐を持つクールコー 的分岐度の少ないプロックに由来すると考えられる。 ー
ス残基の存在により酵素分解が阻害されたことを示唆す 方，作用を受けずに残ったグルカンは. d.b.l:4である
る。可溶画分は.Bio-Gel P-4とP-2を連結させたカラ ことが明らかになった。 Zymolyaseが比較的長いs-(1
ムを用いて分画した結果.Vo付近に溶出した多糖(回 →3)結合鎖(d.b.>5)に作用することを考慮すれば，冷
収率ー 14.5%.糖含最 51.04%)および単糖とlaminari- アルカリ抽出画分(CA-p)はフクロタケの抗腫傷グルカ
oligosaccharide (回収率・17.05%)が得られた。これ ンと同様に分岐が密でしかも(1→6)結合鎖も多いブロッ
らのオリゴ糖についてメチル化分析を行った結果を ク(d.b.1 :2).中程度の分岐(d.p.l:4)のZymolyaseに
Table 3に示す。この結果からそれぞれのオリコ‘糖の構 resistantなブロックおよび酵素反応を受け易い分岐の
造を示す。 少ないフaロyクから構成される構造的に不均一なグルカ
G 1→3 (1). G 1→6 G 1→3 G (l)および0-6 ンであると推定される。 (Fig.2)
位で分岐した(1→3)結合のグルコース残基から構成され なお，水抽出画分からヘテロ多糖を除去した画分(Fr
る4糖(Il)が考えられる。なお.Iの構造はこの3糖 CW)にも分岐度の大きい(d.b. l:2~1 ・ 4) の β ー(1→3) グ
Table 3. Results of methylation analysis of oligosaccharides 
Q-Methyl glucose 
Lincage 
indicated 
Molar ratlO 
Oligosaccharide 
I I 
2. 3. 4. 6 -tetra -
2， 4. 6 -tri 
2， 3， 4 -tri-
2. 4一di-
[Glc] 1→ 
→ 3 [Glc] 1→ 
→ 6 [Glc] 1→ 
→ 3， 6 [Glc] 1→ 
1.0 
1.3 
?
?
???
?
?
??
?
2.0 
1.0 
0.8 
βG 1→ 3G 
(1) 
β-G 
6 
β-G1→ 3 G 1→ 3G 
(IlI) 
lj:i lil 
l"-'" -し]
Fig.2 Possible structural units of the alkali 
extracted glucan (CA -s) 
s-G1→ 6 G 1→ 3G 
or 
s-G1→3 G 1→ 6G 
(l) 
ルカンが含まれる。その画分には(1→4)結合のグルコー
ス残基も検出された(メチル化の結果)が，これは混在
するグリコーゲンに由来するものと推定される。
一方，熱アルカリ残漬(収量48%)は，メチル化の結
果からむしろ多分岐(d.b.l:3)であり，キクラゲのアル
カリ摘出残漬とよく似た構造と推定される。また， この
画分のIR分析の結果よりキチンに特異的な1655. 1620 
および1550cm-'の吸収が認められた聞ことより，キチ
ンも混在すると考えられる。 Fig.1には， タモギタケの
分岐β (ー1→3)グルカンの一般構造を示すが，興味ある
ことは，他のキノコと異なり(1→6)結合のグルコース残
( 5 ) 
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Table 4. Antitumor activities of polysaccharides of P.comupiαe 
against Sarcoma 180 solid tumor 
Complete Tumor growth Average Tumor Dose Polysaccharide 
regresSlOn inhibition weight fraction 
(%) (treated/ control) (mg/kg X days) 
2/6 53.1 5.7/12.1 lOX10 CW-s 
2/7 40.7 7.2/12.l 1 X10 HW-s 
7/7 100 0/12.1 5X10 -s 
5/5 100 0/12.0 lOXlO -s 
0/7 41.6 7.1/12.1 10xlO 媛-s 
0/6 33.7 7.9/12.0 10X10 CA-p 
0/6 18.0 9.9/12.1 lOX10 . -p 
5/6 93.0 0.9/12.1 lOxlO HA-s 
0/7 17.3 9.9/12.0 lOXlO -p 
関性についてシゾフイランの研究によると，水溶液中で
分子量が10万以上では規則的な三重ラセン構造をとり，
強い抗騒湯活性を保持するが，この分子量以下では三重
ラセンの分率が減りそれに伴い抗腫筋活性は低下するこ
とが報告されている14)。抗腫蕩活性をもったCA-s， HA-
sの分子量は共に40万以上であったが， Zymolyase反応
後の分解生成物の分子置は，平均5万以下になり腫務抑
制活性が低下したものと考えられる。
3.茸グリコーゲンの鎖長分布
ヒラタケ(HW-s)，タモギタケ(Pro-s)およびフクロ
タケ(熱水抽出薗分)叫iこついてisoamy1aseによる分岐
切断後， HPAECを行いグリコーゲン分子を構成するι
(1→4)unit鎖によるPADの値を測定した。
フクロタケの場合， Fig3に示すようなバターンが得
られマルトヘキサオース (G6)から長い枝では，G22 
位まで存在していた。
ヒラタケ，タモギタケおよびフクロタケの Detector
responseの値を， Molar response")で補正し，そ
れそ・れのunitchainの数の比率(%)で示すと， Fig4の
ようになった。各々のグリコーゲンの αー(1→4)unit鎖
は，似たタイプのバターンを示しマルトヘキサオース
(G6)からマルトオクタオース (G8)を中心に存在して
いた。しかし， タモギタケに関しては，他のものより若
干長いumt鎖の割合が少なかった。我々の研究室では，
現在種々の起源の異なったグリ コーゲンの鎖長分布を比
較している掛が， これらのままの αー(1→4)unit鎖の分布
※After Zymo1yase treatment 
基が比較的多く含まれることで， これは， フクロタケの
場合と同様に側鎖中に存在すると推定される。
次にこれらの多糖の抗腫筋活性に関して移植ガン
(Sarcoma 180)に対する増殖抑制作用を調べた。腫筋
抑制率は腹腔内の投与量10mg/kgのとき， HW-s(53 
%)， CA-s(100%)， CA-p(34%)， HA-s(93%)， HA-
p(17%)であった(Table4)。またCA-sでは，投与震が
5mg/kgでも100%腫筋抑制効果が認められた。しかし，
この抗腫筋活性の極めて高いCA-s薗分にZymolyaseを
作用させ，その酵素消化による部分分解物を投与すると
活性は著しく低下した(抑制率 42%)。
分岐β (ー1→3)グルカ ン系多糖の分子量と抗臆協の相
G6 ? ?
??
』』
??
??
(6) 
ω 
Fig.3 HPAEC (High performance anion 
exchange chromatography) profile of unit 
chain distributions of Fukurotake (V.uoluαceα) 
g1ycogen 
初 40
Retention time (min.) 
三崎他ーキシメジ科主主の多踏
?
??
?
?
?
?
? ? ?
?
?
』?
?
G4a G6G7曲G9 GIB GII GI2 GI3 GU GIS GI6 GI7 
unit chain lengih 
Fig.4 Comparison of distributions of αー (1→ 
4) unit chains of some glycogens by pulsed 
amperometric anion exchange chromatography. 
Each gIycogen was completely debranched by 
isoamylase action 
The ¥'alues were expressed as molar proportion， 
computed by responses of each chain length. 
図;Fukurotake (V.uoluαceα) 
ClI ; Tamogitake (P.comucopiαe) 
図 ;1 !iratake (P.ostreαtus) 
バターンはアスペルギウス症の起炎菌であるフミガタス
のグリコーゲン (G2-G17)や結核菌(青山B株)の細胞
抽出グリコーゲン(G2-GI5)より長い枝が多く，バン
醇母(Bakers'yeast)のグリコーゲン(G5-G23)より短
い技が多かった。また，動物のRabbitliver glycogen， 
Bovine liver glycogen， Oyster gIycogenとも植物
由来のフィトグリコーゲン(sweetcorn)とも異なり担
チ閣に特徴的なパターンが得られた。
要約
P.ostreαtusiこ実体であるヒラタケをPBS，熱水，熱
アルカリで多糖の倒出を行った。 PBS抽出により得ら
れた副分は，マンノースおよびガラクト ースを含むヘミ
セルロ ースに似たヘテロ多糖であった。他の函分は，グ
ルコースを主成分とするグルカンであった。同じくシメ
ジ科ヒラタケ属のP.comucopiαe子実体であるタモギ
タケについて， PBS抽出， Pronaseによる分画，熱水，
冷および熱アルカリで逐次分画を行った。 PBS画分は，
少量のアラピノ ース，フコース，ラムノースを含むが，
ヒラタケと似たヘテロ多糖であった。他の函分は，メチ
ル化分析の結果，少量の(1→4)および(1→6)結合も含む
が，主としてβ-(1→3)結合のグルコース残基に， 0・6で
分岐をもっβ.グルカンであった。
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また，冷アルカリ可溶画分は， Endo-s-(1→3)・D-
glucanase (Zymolyase)により数種のオリゴ糖が得
られ，その微細構造を分析した結果，分岐度1:3のプロッ
ク， 1:2の高分岐をもち(1→6)richなブロックと， β-(1 
→3)および(1→6)結合のグルコース残基からなるプロァ
クから構成されていた。このグルカンは，固形腿筋であ
るSarcoma180に対して強い地殖を抑制する効果をし
めした。ところが， Endo裂酵素処理で得られたグルカ
ンは，抗!血筋の活性発現が認められなかった。活性発現
には，適度な分岐をもっ βー (1→3)グルカンと三重ラセ
ン憎造を保持で、きる分子量が必要と考えられた。しかし，
β-(1→3)グルカンの持つ立体構造がなぜ抗陸筋作用の
発現に必要なのか，この特異的な構造と免疫調節織織と
の関係については，まだ解明されていない。
さらに， ヒラタケ， タモギタケおよびフクロタケのグ
リコーゲンの αー(1→4)unit鎖の分布をバルスアンペロ
メトリッ夕方式のアニオンカラムを用いた液体クロマト
グラフィー(DIONEX)で検討した結果，各α-(1→4)
unit鎖はいずれも G6から G8を中心に分布しているが
分布の状態はキノコの種類によりやや異なっているよう
に思われる。しかし，他の動物および植物起源のグリコー
ゲンの αー(1→4)unit鎖の分布とは，かなり異なってい
た。
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Summary 
Two edible mushrooms. belonging to Pleurotus species， i.e， P.ostreαtμs (Hiratake) and P.comuco-
PLαe (Tamogitake)， were extracted successively with cold and hot water， and then cold and hot alkali. 
and the polysaccharides were fractionated. This procedure afforded similar polysaccharide fractions 
from Hiratake and Tamogitake， i， e. water-extracted galactomannan， hot water-extracted glycogen and 
branched β一(1→3)-D-glucans.The alkali extracted glucans contained a back bone of (1→3) -
linked D-glucosyl residues， attached with D-glucosyl groups at 0-6 and also a few short chains of 
(1→4)ー or(1→6) -linked glucosyl units. Degrees of branching of these glucans appeared to vary. 
depending on the extracted conditions. With regard to antitumor action， the cold -alkali extractable 
glucan showed relatively high inhibition activities against the growth of mouse -implanted tumors 
(Sarcoma 180)， administrated intraperiniously. However， the products degraded by Zymolyase treatment 
lost their original activity. In addition toβ-glucans， these mushrooms also contained glycogen， as 
obtained by extracted with hot water. The precise distribution of ( 1→ 4 )ー linkedglucosyl unit chains 
of the glycogen were examined mainly by using high performance anione xchange chromatography， and 
compared with those from Fukurotake and other origins. The cel surface polysaccharide， extracted 
with cold water appeared to be a galactomannan comprising D-galactose and D-mannose. 
(8) 
